私が初めて買った聖書は新改訳の引照付き聖書で、かれこれ三十年使っている。私は回り道をして神様に出会った。ミションスクールに通い、チャペルで聖書の話を聞いていたのに、キリスト教の異端といわれる教派の中に入り、そこで教えられる神様を正しい神だと信じた。私の異変に気付き両親が相談したのはプロテスタントの牧師で、その方から聖書が教えている正しい福音を聞き、間違いに気づいた。
　『青い鳥』の童話の、私の探していた鳥はこんなところにいたのか、と回り道をしてしまったことに愕然とした。真理だと思い歩んできた数々のことが偽りだったと思うと虚しくて、素直に方向転換することができなかった。
　それでも神様は「すべてを働かして益としてくださる」というみ言葉を通して、イエス様の十字架が私のためのものだったということを教えてくれた。そしてこれからは、道から離れることなく一生イエス様についていこうと決心した。
　私を救いに導いてくれた牧師に、新しい聖書に「み言葉を書いて下さい」と頼んだ。ちょうど故郷に帰る前だった。牧師は一番初めのページに「あなたは私の前を歩き全き者であれ」と、創世記の神様がアブラハムに語られたみ言葉を書いてくださった。
牧師は常々「贈物をあげようと言ったら、皆さんは何がほしいと言いますか」と私たちに聞いていた。そして「私にみ言葉を下さい」と言う人はいませんかと訊ねていた。私がもらったみ言葉は、牧師が人生の指針とする言葉だと話してくれた。
　私は地元の教会につながり、聖書を開くたびその言葉を見ては私の原点がそこにあることを自覚した。その後何冊か聖書を手に入れたが、み言葉の書かれた初めの聖書は、私の人生の杖で、いつも私の傍らにあった。
　信仰を持ち三十年が過ぎた。今年私が世話になったその牧師が病気になり余命宣告をされたと聞いた。まだ天国に行くには早い年齢で、神様なぜですかと訊ねたくなる出来事だった。生きている間に会いたくて遠方だったが訪ねた。牧師は危機的な状況だと聞いていたのに癒され、病人とは思えないほど元気に見えた。
　持参した聖書を牧師の前に置き「これからの人生を生きるためのみ言葉を下さい」とお願いした。すると「最近はこの言葉ばかりを書いてるんだ」と言い、聖書の一番後ろのページに書いた。「互いに愛し合いなさい」と。私はこれからこのみ言葉を頼りに信仰生活を歩んでいこうと誓った。
　牧師は私の訪問から半年後、天に召された。最後まで癒されることを祈り続けたが、かなわなかった。神様の計画はわからない。それでも牧師が見せてくれた病床での姿は、死を恐れず、天国に凱旋できることを希望とし、全ては神の栄光のために、という信仰者の姿だった。
　告別式で「み言葉の贈物をありがとうございました。先生に出会えたことを神様に感謝しています」と伝えた。これから先、先生から戴いたみ言葉を実践できるように、そう祈ってやまない。
